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「きらきら」あふれる社会へ
和歌山県・和歌山大学教育学部附属小学校・２年
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　三月からの長い休校期間、私は、ふだん学校でいる時には感じたことのなかった気持ちになった。家ぞくの何気ない言葉に対してすなおに「はい」と言うことができないし、なぜかイライラばかりしてしまう。
　今思えば、休校期間中の私は、学校という「社会」とのつながりがぷっつり切れてしまい、家ぞくとしか交わることのない生活をしていた。さいしょは、思うぞんぶん大好きな読書ができるし、早起きをしてぎゅうぎゅうのバスに乗らなくても良い、といった少し楽しみな気持ちすらあった。
でも、そんな気楽さはすぐに消えてしまった。好きなことばかりして家の中ですごしていたけれど、何日かたったある日、
「ぜんぜん楽しくないなあ。」

と、ふと思ったんだ。
　学校に行けば、大好きな友だちや先生とコミュニケーションをとりながら一日が進んでいく。みんなであそんだりべん強したり、時々はけんかのようになったりしながらもいつも楽しいおしゃべりが交わされていて、私の心も明るくなり、あっという間に時間がすぎていってしまう。
　反対に、家にとじこもっている一日は夜までとても長く感じるし、家ぞくにも「最近の清良は、すぐにさからってばかりで良くないよ。」
と注意されてばかりだった。お父さんもお母さんも、いつも私や弟を一番に考えてくれているのは分かっている。なのに、つい反抗してしまう性格を私は直すことができず、なかなかすなおになることができなかった。
　でも、こんな不安いっぱいの毎日の中で、たんにんの先生との電話でのやり取りは、家以外の場所に私の居場所がちゃんとあるんだと思い出すことができる大切な時間だった。先生と話すと心がおちついて、また学校に行ける日までがんばろう、というやる気がわいてきた。
　今回、学校に行けない生活になってはじめて、私は、学校という「社会」の中で、いつも先生や友だちに支えられていたんだなあ、と分かった。
　悪いことをしてしまう人は、社会とのあたたかいつながりが切れてしまっているんじゃないかな。だから、どんどん暗い世界に入っていってしまうのかもしれない。家では私もしかられてばかりの悪い子だったけれど、学校に行けるようになると心がみたされて明るいすなおな自分になれた。社会と自分がたしかにつながっているんだという実感が、私に力をあたえてくれた。　
　学校生活の中で、私の大好きな時間がある。それは、毎日の終わりの会の中での「きらきら」発表タイムだ。
　「きらきら」とは、その日一日の中で見つけた、友だちの良かったところ。たとえば、
「○○ちゃんがトイレのスリッパをそろえてくれていました。」
「けがをしてしまった時、『だいじょうぶ』とみんなが心ぱいしてくれ、ほけん室につきそってくれてうれしかったです。」
というふうに、友だちの思いやりを感じたできごとをみんなの前で話す。私のことが発表された時はもちろんうれしい。でもそれ以上に、「きらきら」がたくさんあふれている学校は、人と人とのつながりのあるあたたかい社会だなあと感じる。
　私は、社会とのつながりが切れてしまうことのないように、色々な友だちを作ることが大切だと思う。なぐさめてくれたり、いっしょによろこんでくれたりする友だち。そんなふうに心を共有できる友だちを作って、社会とのつながりを深めていきたいなと思う。　
　自分の良いところをみとめてくれる人がいると、私たちは前向きな明るい心を持つことができるようになってくる。悪い方へ心がかたむきそうになった時も、自分のそばで支えてくれる人がいれば、やさしい心を思い出すことができるんじゃないかな。
　私たちの住む社会がみんなの「きらきら」でいっぱいになっていけば、はんざいもへって、明るい社会に向かっていけるのだと思う。そのために、まず私は自分のいる学校という「社会」の中で、あたたかい人間かんけいを作り上げていきたい。　
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